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大学図書館とは

一般に四年制大学，短期大学，高等専門学校に設置
される図書館の総称

大学における教育と研究を支援する目的で設置
第一義的には所属大学の教職員，学生を主なサ―
ビス対象

相互利用制度により他大学の構成員に利用させる
ほか，公開制度により一般の利用を認めている

出典：図書館情報学用語辞典 第3版 2007 p.142-143

社会貢献

一般市民



4

設置の根拠（１）

大学設置基準 （昭和３１年１０月２２日

文部省令第２８号）

（校舎等施設）

第三十六条 大学は，その組織及び規模に応じ，

少なくとも次に掲げる施設を備えた校舎を有す

るものとする。ただし，特別の事情があるときは

この限りではない。

三 図書館，医務室，学生自習室，学生控室
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設置の根拠（２）

（図書等の資料及び図書館）

第三十八条 大学は，学部の種類，規模等に応じ，図
書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必
要な資料を，図書館を中心に系統的に備えるものと
する。

２ 図書館は，前項の資料の収集，整理及び提供を

行うほか，情報の処理及び提供のシステムを整備し
て学術情報の提供に努めるとともに，前項の資料の
提供に関し，他の大学図書館等との協力に努める
ものとする。
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設置の根拠（３）

３ 図書館には，その機能を十分に発揮させるため

に必要な専門的職員その他の専任の職員を置く

ものとする。

４ 図書館には，大学の教育研究を促進できるよう

な適当な規模の閲覧室，レファレンス・ルーム，整

理室，書庫等を備えるものとする。

５ 前項の閲覧室には，学生の学習及び教員の教

育研究のために十分な数の座席を備えるものと

する。
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統計から見る日本の大学図書館
（2010年度）
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１）大学数

出典：平成22年度学術情報基盤実態調査 2011
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２）大学図書館数
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9出典：大学図書館集計（2010年）

N=1,361



３-a）職員数
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N=13,737

出典：大学図書館集計（2010年）



３-b）職員数：内訳
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出典：大学図書館集計（2010年）



４）蔵書冊数（千冊）
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N=298,191

出典：大学図書館集計（2010年）



５）年間受入冊数（千冊）
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13出典：大学図書館集計（2010年）

N=6,406



６）サービス対象者数（千人）
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14出典：大学図書館集計（2010年）

N=8,121



７）入館者数（千人）
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出典：大学図書館集計（2010年）



８）貸出数（千点）
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N=29,585

出典：大学図書館集計（2010年）



９）決算額（万円）
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17

N=10,577,120

出典：大学図書館集計（2010年）
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大学を巡る環境の変化

○大学設置基準の大綱化（１９９１年）

「事前審査」から「事後評価」へ

自己点検・自己評価

○国立大学法人化（２００４年）

中期目標・中期計画（６年間）の策定

「運営」から「経営」へ

運営費交付金の１％減

外部評価（認証評価）



図書館を取り巻く環境の変化

○情報の多様化

インターネット上の多様な電子情報に対する
大学構成員のアクセスが容易

大学図書館で提供する電子情報が急増

情報量とともに収録データの複雑化が進展

○学習活動の変化

学習活動においてコンピュータが必需品

講義中心の授業からグループワークやプレ
ゼンテーションを課す授業が増加 19
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大学図書館の新しい動き（１）

○ハイブリッドライブラリー

電子情報と印刷体資料のそれぞれの特性を
活かしたシームレスな利用の実現

○情報関連組織と図書館の事務組織の統合・
分離

図書館＋情報処理課＋コンピュータセンター
＝ 学術情報部
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ハイブリッドライブラリーの概念図

従来型図書館機能

印刷メディア

電子図書館機能

電子情報資源

融合
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大学図書館の新しい動き（２）

○非来館型サービスの展開

電子情報サービス（図書館ウェブ[ポータル]，
ＯＰＡＣ，電子ジャーナル，データベース，デジ
タル化資料）

○情報リテラシー教育支援

情報探索能力を持った利用者の育成を支援

授業への参画

ガイダンス，オリエンテーション，ライティング
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大学図書館の新しい動き（３）

○ＭｙＬｉｂｒａｒｙ

「レディーメイド」から「オーダーメイド」のサー
ビスへ

Ｐｅｒｓｏｎａｌｉｚａｔｉｏｎ
○学術機関リポジトリ

大学の教育・研究成果の保存と発信

学内刊行物のみならず，学外刊行物も対象

オープン・アクセス

著作権，バージョンの問題（著者最終稿）



日本の学術機関リポジトリの数

24

設 置 主 体 学術機関リポジトリ数

国立大学 ７６

公立大学 １２

私立大学 ４１

国立高専 １

大学共同利用機関 ２

研究所 ６

地域共同 ７

合 計 １４５

出典：国立情報学研究所 学術機関リポジトリ構築連携支援事業 http://www.nii.ac.jp/irp/list/



学術機関リポジトリのコンテンツ

25
出典：国立情報学研究所 IRDBコンテンツ分析 http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php 
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大学図書館の新しい動き（４）

○外国学術雑誌

シリアルズ・クライシス（１９９０年代）

コンソーシアムによる電子ジャーナルの導入

２００２年 国立大学（ＪＡＮＵＬ）

２００４年 公私立大学（ＰＵＬＣ）

2011年 図書館コンソーシアム連合

購入している冊子体雑誌の減少

電子ジャーナルによるＩＬＬ（文献複写）の減少



電子ジャーナルの平均利用可能タイト
ル数の推移
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27出典：大学図書館実態調査・学術情報基盤実態調査
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購読している冊子体雑誌の減少

出典：大学図書館実態調査・学術情報基盤実態調査
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電子ジャーナルによるＩＬＬ（文献複写）依頼
件数の減少

出典：国立情報学研究所ＩＬＬ流動統計（館種別）
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大学図書館の新しい動き（５）

○データベース

「イントラネット」から「インターネット」へ

「従量制」から「定額制」へ

○ラーニング・コモンズ

主として学生を対象とし，学習支援のための
サービス，資料，設備を総合的にワンストップ
で提供する学習支援空間



名古屋大学ラーニング・コモンズ（１）

31
多目的ラーニング・エリア
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名古屋大学ラーニング・コモンズ（２）

配置図



大学図書館の新しい動き（６）

○新しい情報検索システムの導入・構築

リンクリゾルバ

横断検索

ウェブスケール・ディスカバリー・ツール

次世代OPAC
グーグルのように一つの窓口から図書館が

所蔵している図書，雑誌，電子情報がまとめ
て検索できる

33



名古屋大学電子ジャーナル・アクセスサ
ービス

34



35

新しい大学図書館の課題

 挑戦の時代
－一層の効率化のみならず継続的イノベーションが必要
－漸進的調整ではなく、広範囲な組織的変革の実施
－環境の変化と利用者のニーズへの対応
 将来の重点課題
－従来のサービスの継続
デジタル図書館開発、情報リテラシーのスキルの訓練、オンライン図書
館サービス、ラーニング・コモンズ／図書館スペースの変革、機関リポジ
トリ、研究データ管理、情報システム開発

－新しいサービス
知識管理や仮想学習環境（ＶＬＥ）への取組

Envisioning future academic library services.  Facet Publishing, 2010. 
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大学図書館の動向

学生数の増加
学生中心の学習の増大
より長時間の開館
図書や雑誌の増加
図書館とコンピュータ・サービスの統合
研究への重点的取組み
 IT利用の増加
図書館における教室・セミナー室の提供
安全確保

Libraries and Learning Resource Centres. 2nd ed. Architectural Press, 2009 
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資料：大学図書館の推移：2006～2010

出典：日本の図書館統計：大学図書館
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38出典：日本の図書館統計：大学図書館



39出典：日本の図書館統計：大学図書館
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43出典：日本の図書館統計：大学図書館
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